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1.  平成22年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 

（注）「連結自己資本比率（第二基準）」は、「銀行法第52条の25の規定に基づき、銀行持株会社が銀行持株会社及びその子会社の保有する資産等に 
   照らしそれらの自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第20号）」に基づき算出しております。 

(1) 連結経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

経常収益 経常利益 中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月中間期 42,739 △4.2 3,992 ― 2,146 △11.1

20年9月中間期 44,603 2.3 △247 ― 2,415 △67.5

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後1株当たり中間純

利益
円 銭 円 銭

21年9月中間期 2.90 2.15
20年9月中間期 3.27 2.56

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
連結自己資本比率

（第二基準）
百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

21年9月中間期 3,521,829 150,814 4.2 155.58 11.08
21年3月期 3,437,616 125,335 3.6 120.13 10.96

（参考） 自己資本   21年9月中間期  148,872百万円 21年3月期  123,440百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況につい 
   ては、３ページ「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 3.00 3.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 86,500 △1.4 7,400 ― 5,600 289.2 6.72
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更(中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事
項の変更に記載されるもの) 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年9月中間期 739,976,454株 21年3月期  739,841,714株

② 期末自己株式数 21年9月中間期  700,199株 21年3月期  685,313株

③ 期中平均株式数（中間期） 21年9月中間期 739,241,231株 20年9月中間期 738,985,438株

（個別業績の概要） 

1.  平成22年3月期第2四半期（中間期）の個別業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 個別財政状態 

（注）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 個別経営成績 （％表示は対前年中間期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年9月中間期 2,935 △17.1 2,719 △18.0 2,710 △18.2 2,710 △18.1

20年9月中間期 3,541 32.2 3,318 37.4 3,313 38.0 3,309 39.6

1株当たり中間純利益
円 銭

21年9月中間期 3.67
20年9月中間期 4.48

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年9月中間期 142,409 137,366 96.5 139.96
21年3月期 142,625 137,601 96.5 139.23

（参考） 自己資本 21年9月中間期  137,366百万円 21年3月期  137,601百万円

2.  平成22年3月期の個別業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 当社は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第2項に規定する事業を行う会社）に該当するため、第２四半期会計期間につ
いては、中間連結財務諸表および中間財務諸表を作成しております。 
 本資料における業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報、および将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現
在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項等につきましては、添付資料の４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,000 △17.7 2,600 △18.9 2,500 △21.7 2,500 △21.5 2.53
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○種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

２１年３月期

0 00 14 00 14 00第一種優先株式

0 00 15 00 15 00第４回第一種優先株式

0 00 10 00 10 00第二種優先株式

２２年３月期

0 00第一種優先株式

0 00第４回第一種優先株式

0 00第二種優先株式

（ ）２２年３月期 予想

第一種優先株式

13 00 13 00第４回第一種優先株式

10 00 10 00第二種優先株式

（注）第一種優先株式については、平成２２年１月３０日までに普通株式を対価とする取

得請求のなかった株式の全てを、平成２２年１月３１日をもって当社が取得し、当社

の普通株式を交付する予定です。

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第２四半期決算短信
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当中間期のわが国経済は、輸出や生産活動など一部には持ち直しの動きがみられ
ましたが、設備投資は引き続き減少しました。個人消費が低迷し、失業率も過去最

高水準となるなど、引き続き厳しい状況となりました。
このような状況の中で当社グループでは、紀陽銀行を中心にお客様への総合的な

金融サービスのご提供に努め、業績の向上と経営体質の強化に取り組んでまいりま
した。

資金運用収益につきましては、紀陽銀行において、前年同期末に比べ貸出金残高
が増加いたしましたが、昨年秋以降の政策金利引き下げに伴い利回りが低下し、貸
出金利息が減少したことなどから、前年同期比 20億 84百万円減少いたしました。
また、役務取引等収益につきましては、預かり資産の販売が低調であったことなど
から、前年同期比 13億 18百万円減少いたしました。これらを主因に、連結経常収
益は、前年同期比 18億 64百万円減少し、427億 39百万円となりました。

連結経常費用は、債券関係の損失が改善しましたことなどから、前年同期比 61
億 5百万円減少し、387億 46百万円となりました。

以上により、当中間期の連結経常利益は、前年同期比 42億 39百万円増加の 39億
92百万円となりました。

特別損益については、償却債権取立益を計上したことなどにより 7億 98百万円と
なり、さらに、法人税等調整額を 20億 92百万円計上した結果、連結中間純利益は
21億 46百万円となりました。

当社単体の損益につきましては、子銀行からの受取配当金などにより、営業収益
が 29億 35百万円、経常利益が 27億 10百万円、中間純利益が 27億 10百万円となり
ました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

貸出金につきましては、住宅ローン残高が順調に伸びたことから、前期末比84億
円減少し、2兆3,700億円となりました。

預金等（譲渡性預金を含む）につきましては、個人預金を中心に増強に努めた結
果、前期末比 532億円増加し、3兆2,511億円となりました。

これらの結果、当中間期末の連結総資産は 3兆 5,218億円となり、連結純資産は
1,508億円となりました。

３．連結業績予想に関する定性的情報

地域経済や金融機関を取り巻く環境は非常に不透明感が強い状況にあります。当
社グループといたしましては、そのような環境のなかで、着実に成長し、収益力を
強化していくために、第２次中期経営計画のもと、目標達成にむけ努力してまいり
たいと考えております。

平成２２年３月期通期の連結業績予想につきましては、第２四半期累計期間まで
の決算内容や、以下のような今後の見通しのもと、平成２１年５月１５日に公表し
ました業績予想数値の修正を行っております。

資金利益の前提となる利鞘につきましては、引き続き政策金利の変動はないもの
の、厳しい競争環境のなか、これまでの見込み同様に預金・貸出金の利回り差はや
や縮小すると想定しております。しかしながら、貸出金残高は、中小企業向け貸出
や住宅ローンの分野で増加基調は維持できるものと考えており、資金利益は堅調に
推移するものと考えております。

役務取引等利益につきましては、金融市場の安定化が進み、投資環境が改善する
ことにより、投資信託の販売において、第２四半期累計期間までの回復基調が持続
できるものと考えております。

また、与信費用につきましては、地元企業の事業再生や経営改善支援にかかるコ
ストを織り込ながらも、第２四半期累計期間までとほぼ横這いで推移するものと見
込んでおります。

（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第２四半期決算短信
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（株）紀陽ホールディングス(8415) 平成22年３月期 第２四半期決算短信

有価証券関係損益につきましては、相場動向の先行きに不透明感が強く、また、
日経平均株価が１万円近辺で推移している状況においては、リスクを削減するため
に、一定の損失を計上し、株式ポートフォリオの改善をはかってまいりたいと考え
ております。

以上のような状況を総合的に判断し、平成２２年３月期通期の連結業績予想につ
きましては、これまでの予想を修正し、連結経常収益 865億円、連結経常利益 74
億円、連結当期純利益 56億円を見込んでおります。

なお、当社単体の業績予想につきましては、変更はございません。
（単位：百万円）

連結経常収益 連結経常利益 連結当期純利益

前回発表予想 82,900 8,100 6,200

今回修正予想 86,500 7,400 5,600

増減額 3,600 △ 700 △ 600

増減率 4.3% △ 8.6% △ 9.7%

上記の市場情勢や見通しなどについては、現時点における当社の予想、仮定を前
、 。 、 、提としており 不確実性を内包しております 今後の業績 財務状況等については

様々な要因により変動する可能性があります。

４．その他

（ ） （ ）１ 期中における重要な子会社の異動 連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動

該当事項はございません。

（２）中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

該当事項はございません。
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５【中間連結財務諸表】 
(1)【中間連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当中間連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 54,188 60,991

コールローン及び買入手形 49,055 31,422

債券貸借取引支払保証金 30,817 41,760

買入金銭債権 4,692 5,211

商品有価証券 5,263 5,011

有価証券 878,185 801,474

貸出金 2,370,092 2,378,516

外国為替 2,124 3,980

その他資産 49,878 26,627

有形固定資産 34,270 34,054

無形固定資産 19,201 18,686

繰延税金資産 37,298 42,900

支払承諾見返 19,763 21,341

貸倒引当金 △33,004 △34,362

資産の部合計 3,521,829 3,437,616

負債の部   

預金 3,201,509 3,111,213

譲渡性預金 49,664 86,693

債券貸借取引受入担保金 28,312 －

借用金 29,484 42,617

外国為替 27 130

社債 13,800 13,800

その他負債 27,509 35,077

退職給付引当金 89 456

役員退職慰労引当金 40 72

睡眠預金払戻損失引当金 510 604

偶発損失引当金 302 272

支払承諾 19,763 21,341

負債の部合計 3,371,015 3,312,280

純資産の部   

資本金 58,350 58,350

資本剰余金 64,630 64,630

利益剰余金 33,410 34,204

自己株式 △132 △132

株主資本合計 156,258 157,053

その他有価証券評価差額金 △7,383 △33,611

繰延ヘッジ損益 △2 △0

評価・換算差額等合計 △7,385 △33,612

少数株主持分 1,941 1,894

純資産の部合計 150,814 125,335

負債及び純資産の部合計 3,521,829 3,437,616

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成22年３月期　第２四半期決算短信
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(2)【中間連結損益計算書】 

(単位：百万円)

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

経常収益 44,603 42,739

資金運用収益 32,944 30,860

（うち貸出金利息） 25,519 24,444

（うち有価証券利息配当金） 7,040 6,260

役務取引等収益 6,821 5,503

その他業務収益 4,463 4,663

その他経常収益 374 1,711

経常費用 44,851 38,746

資金調達費用 6,156 5,175

（うち預金利息） 5,265 4,515

役務取引等費用 1,979 1,966

その他業務費用 9,518 2,629

営業経費 19,963 20,527

その他経常費用 7,233 8,447

経常利益又は経常損失（△） △247 3,992

特別利益 2,284 825

固定資産処分益 17 －

貸倒引当金戻入益 1,247 －

償却債権取立益 1,019 825

特別損失 442 27

固定資産処分損 44 21

減損損失 398 5

税金等調整前中間純利益 1,594 4,790

法人税、住民税及び事業税 341 474

法人税等調整額 △1,192 2,092

法人税等合計 △851 2,566

少数株主利益 30 77

中間純利益 2,415 2,146

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成22年３月期　第２四半期決算短信
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(3)【中間連結株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 58,350 58,350

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 58,350 58,350

資本剰余金   

前期末残高 64,632 64,630

当中間期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

当中間期変動額合計 △0 △0

当中間期末残高 64,632 64,630

利益剰余金   

前期末残高 35,662 34,204

当中間期変動額   

剰余金の配当 △2,898 △2,940

中間純利益 2,415 2,146

当中間期変動額合計 △482 △794

当中間期末残高 35,180 33,410

自己株式   

前期末残高 △111 △132

当中間期変動額   

自己株式の取得 △15 △4

自己株式の処分 3 1

連結子会社等の持分変動等に伴う自己株式
の増減

－ 2

当中間期変動額合計 △12 0

当中間期末残高 △123 △132

株主資本合計   

前期末残高 158,533 157,053

当中間期変動額   

剰余金の配当 △2,898 △2,940

中間純利益 2,415 2,146

自己株式の取得 △15 △4

自己株式の処分 2 1

連結子会社等の持分変動等に伴う自己株式
の増減

－ 2

当中間期変動額合計 △495 △794

当中間期末残高 158,038 156,258
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(単位：百万円)

前中間連結会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △14,317 △33,611

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△18,352 26,228

当中間期変動額合計 △18,352 26,228

当中間期末残高 △32,670 △7,383

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 △0 △0

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

1 △1

当中間期変動額合計 1 △1

当中間期末残高 0 △2

評価・換算差額等合計   

前期末残高 △14,318 △33,612

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△18,351 26,226

当中間期変動額合計 △18,351 26,226

当中間期末残高 △32,670 △7,385

少数株主持分   

前期末残高 1,834 1,894

当中間期変動額   

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

23 47

当中間期変動額合計 23 47

当中間期末残高 1,858 1,941

純資産合計   

前期末残高 146,049 125,335

当中間期変動額   

剰余金の配当 △2,898 △2,940

中間純利益 2,415 2,146

自己株式の取得 △15 △4

自己株式の処分 2 1

連結子会社等の持分変動等に伴う自己株式の
増減

－ 2

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純
額）

△18,327 26,273

当中間期変動額合計 △18,822 25,478

当中間期末残高 127,226 150,814
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( )継続企業の前提に関する注記4

該当事項はございません。
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６【中間財務諸表】 
(1)【中間貸借対照表】 

(単位：百万円)

当中間会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 626 692

有価証券 5,000 5,000

その他 626 743

流動資産合計 6,253 6,436

固定資産   

有形固定資産 0 0

無形固定資産 0 0

投資その他の資産   

関係会社株式 131,128 131,128

関係会社長期貸付金 5,000 5,000

その他 19 39

投資その他の資産合計 136,147 136,167

固定資産合計 136,148 136,168

繰延資産 7 20

資産合計 142,409 142,625

負債の部   

流動負債   

未払法人税等 8 －

その他 34 24

流動負債合計 42 24

固定負債   

長期借入金 5,000 5,000

固定負債合計 5,000 5,000

負債合計 5,042 5,024

純資産の部   

株主資本   

資本金 58,350 58,350

資本剰余金   

資本準備金 47,044 47,044

その他資本剰余金 23,981 23,981

資本剰余金合計 71,025 71,026

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 8,069 8,301

利益剰余金合計 8,069 8,301

自己株式 △78 △76

株主資本合計 137,366 137,601

純資産合計 137,366 137,601

負債純資産合計 142,409 142,625
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(2)【中間損益計算書】 

(単位：百万円)

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業収益 3,541 2,935

営業費用   

販売費及び一般管理費 223 215

営業費用合計 223 215

営業利益 3,318 2,719

営業外収益 104 93

営業外費用 109 102

経常利益 3,313 2,710

税引前中間純利益 3,313 2,710

法人税、住民税及び事業税 1 1

法人税等調整額 1 △2

法人税等合計 3 △0

中間純利益 3,309 2,710
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(3)【中間株主資本等変動計算書】 

(単位：百万円)

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 58,350 58,350

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 58,350 58,350

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 47,044 47,044

当中間期変動額   

当中間期変動額合計 － －

当中間期末残高 47,044 47,044

その他資本剰余金   

前期末残高 23,983 23,981

当中間期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

当中間期変動額合計 △0 △0

当中間期末残高 23,982 23,981

資本剰余金合計   

前期末残高 71,027 71,026

当中間期変動額   

自己株式の処分 △0 △0

当中間期変動額合計 △0 △0

当中間期末残高 71,027 71,025

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

前期末残高 8,014 8,301

当中間期変動額   

剰余金の配当 △2,899 △2,941

中間純利益 3,309 2,710

当中間期変動額合計 410 △231

当中間期末残高 8,424 8,069

自己株式   

前期末残高 △55 △76

当中間期変動額   

自己株式の取得 △15 △4

自己株式の処分 3 1

当中間期変動額合計 △12 △2

当中間期末残高 △67 △78
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(単位：百万円)

前中間会計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

株主資本合計   

前期末残高 137,336 137,601

当中間期変動額   

剰余金の配当 △2,899 △2,941

中間純利益 3,309 2,710

自己株式の取得 △15 △4

自己株式の処分 2 1

当中間期変動額合計 398 △234

当中間期末残高 137,734 137,366

純資産合計   

前期末残高 137,336 137,601

当中間期変動額   

剰余金の配当 △2,899 △2,941

中間純利益 3,309 2,710

自己株式の取得 △15 △4

自己株式の処分 2 1

当中間期変動額合計 398 △234

当中間期末残高 137,734 137,366
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( )継続企業の前提に関する注記4

該当事項はございません。
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